































































































　こうした薬としての植物は十四世紀および 15 世紀にラテン語で記された『l'antidotaire 












































リア・ヤコベ）とともに、アルテミスに豊穣を祈る儀礼がおこなわれる。また、8 月 15 日
の「聖母の被昇天祭」にも豊穣を祈り、火祭りをおこなう。
　アルテミスは、このように聖母マリアを祈る「聖母の被昇天祭」と習合し、豊穣を祈る葡
萄や他の果実を守護するため、8 月 15 日に司祭に祝福される儀礼がギリシャにも残存する。
また、果樹園や農園には守護するアルテミスの像もある。そして、イタリアにおけるディア




































































　1996 年版『Dictionnaire　des symbols』（表象辞書、Edition, Jupiter, Paris））には、神秘



































































































　 な お、 図 １ は『L’antidotaire Nicolas.』 の 表 紙 で、Bibliothèque interuniversitaire de 
médecine が所蔵、図 2 はジェローム・ナダルが製作した銅版画「受胎告知」（102 頁）、
『Adnotationes et méditationes』、Saint Joseph’s University Press, 1999 年で、1595 年に出
版された作品の 1607 年再版版から引用した。図 3 は、フランスのストラスブール大聖堂で、
個人の撮影である。

